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母
・
ひ
と
り
拾
ふ
と
も
な
く
栗
ひ
ろ
ふ

　
か
の
童
へ
山
の
秋
ふ
か
み
け
む

牧
　
水

閣
鶴
は
§
0
一
で
も

面
縛
に
ビ
リ
ワ
’

　
九
月
下
旬
煙
谷
の
稲
匪
富
男
さ
ん
方
で

は
ミ
ー
ト
マ
ト
の
苗
の
移
植
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
ム
フ
年
は
長
雨
と
台
風
の
影
響
で
、
約
十

日
ほ
ど
遅
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た

が
．
こ
れ
は
全
国
的
に
同
じ
で
市
場
で
の

影
響
は
特
に
心
配
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
出
荷
が
始
ま
る
十
一
月
下
旬
か
ら
±

月
ま
で
笛
□
が
忙
し
く
な
る
と
同
時
に
期

待
も
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
く
よ
う
で
す
。

響
7

‘
一

人　口5，732人（△1）

　男　2，751人（＋2）

　女2，981人（△3）

世帯数1，735戸（＋4）

　平成5年10月1日現在

　　　（　）は対前月比



媚湯傷
新助役に31代目

藷潮層

麟

識肇
　　　　　　　　耀

　　　　　　　　　鹸

翫

翻

　
十
月
六
日
、
木
村
町
長
か
ら
辞
令
を
受
け
る

襟

小野三『巨樹民
　　　　　　　　⊂58歳⊃

擁

　小林理教課助役が9月30日をもって任期満了となり、

その後任に10月6日付けで小野三千樹氏（前建設課長）

が31代目の助役として就任しました。

　小野助役は田野出身で53歳。

鱗　
　　　　　▲燃講鍵

住
み
よ
い
東
郷
町

　
　
　
を
め
ざ
し
て
…

　
風
の
音
に
も
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
が
皆
様

に
は
、
ま
す
ま
す
御
健
勝
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
私
ご
と
、
こ
の
た
び
十
月
六
日

付
け
を
も
ち
ま
し
て
、
助
役
を
拝
命
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
浅
学
非
才
な
私
で
あ
り
ま
す
が
、
木

村
町
長
の
も
と
、
文
化
の
香
り
高
い
曲
豆

か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
誠
心
誠
意
、
努
力
す
る
覚

悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
各
位
の
御
指
導
、
御
鞭
健
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
、

小
野
助
役
の
主
な
経
歴

・
昭
和
三
十
七
年
三
月
　
東
京
農
業
大

学
農
学
科
卒
業

・
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
十
五
日
　
東

郷
村
役
場
入
庁

・
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
　
開
発
整

備
課
参
事

・
平
成
元
年
十
月
十
六
日
　
林
政
課
長

・
平
成
四
年
四
月
一
日
　
建
設
課
長

★田1報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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鞘8ご’う③

　
　
8
月
2
9
日
5
9
月
9
日

九
州
青
年
の
船
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
ゆ
く
代
（
2
5
歳
）

百聞　見＝しかず耀呂間の方侮

V

一

集
匁
乱
町
t
了

　
”
九
州
青
年
の
船
”
と

は
、
　
「
九
州
は
一
つ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
九

州
の
次
代
を
担
う
青
年

の
育
成
と
各
県
青
年
同

志
の
交
流
を
図
る
と
い

う
研
修
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
中
国
の
実
情
視
察

や
、
中
国
青
年
と
の
交

流
に
よ
っ
て
、
日
中
両

国
の
相
互
理
解
と
信
頼

を
深
め
る
と
い
う
民
間

レ
ベ
ル
の
日
中
友
好
も

大
き
な
役
割
の
一
つ
で

あ
る
。

　
私
は
、
こ
の
大
き
な

目
標
を
、
頭
の
片
隅
に

追
い
や
っ
て
本
研
修
に

望
ん
だ
。
実
際
船
に
乗

り
込
む
ま
で
は
、
不
安

と
期
待
で
胸
を
踊
ら
せ

　
　
　
　
　
寺
迫
　
黒

て
い
た
が
、
乗
っ
て
か
ら
は
、
不
安

と
い
う
も
の
は
薄
ら
い
で
行
っ
た
。

同
じ
思
い
で
集
ま
っ
た
者
同
志
、
話

を
し
て
も
行
動
を
見
て
も
、
み
ん
な

し
っ
か
り
し
て
い
て
、
自
分
も
そ
の

中
に
い
る
と
思
う
と
、
い
や
お
う
な

し
に
テ
ン
シ
ョ
ン
が
高
く
な
っ
て
来

る
。
た
だ
の
観
光
旅
行
と
は
ち
が
っ

て
あ
く
ま
で
も
研
修
で
あ
る
の
で
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
び
っ
し
り
で
あ
る
。

で
も
、
そ
の
中
で
、
沢
山
の
友
と
出

会
う
事
が
で
き
た
の
は
、
こ
れ
か
ら

私
の
大
切
な
宝
物
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
中
国
大
陸
で
は
、
ど
こ
へ
行
っ
て

も
「
熱
烈
歓
迎
」
を
し
て
、
純
粋
に

日
本
人
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
。
交

流
会
で
も
、
日
本
に
興
味
が
強
く
、

質
問
も
沢
山
さ
れ
た
。
自
分
達
の
会

っ
た
青
年
は
、
中
国
で
も
レ
ベ
ル
の

高
い
方
々
だ
っ
た
の
で
、
か
た
乙
と

で
も
、
日
本
語
で
会
話
が
で
き
る
し
、

私
の
下
手
な
中
国
語
も
理
解
し
よ
う

と
努
力
し
て
く
れ
て
い
た
の
が
分
か

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
全
て
の
人
で
は
な

い
の
で
、
話
が
通
じ
な
か
っ
た
人
も

沢
山
い
た
の
で
、
も
う
少
し
、
中
国

語
を
勉
強
し
て
い
れ
ば
と
反
省
し
て

し
ま
っ
た
。

　
観
光
地
で
は
、
中
国
の
歴
史
と
大

き
さ
に
驚
か
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
日

本
で
も
有
名
な
”
万
里
の
長
城
”
や
、

ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
の
”
故
宮
”
中

国
の
シ
ン
ボ
ル
”
天
安
門
”
等
々
、

ス
ケ
ー
ル
が
日
本
と
は
全
く
ち
が
う
。

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
と
言
う
言

葉
が
頭
の
中
を
廻
っ
て
い
た
。

　
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
研
修
に
参
加

す
る
事
が
出
来
て
、
私
は
ラ
ッ
キ
ー

だ
っ
た
と
思
う
。
又
、
チ
ャ
ン
ス
が

あ
れ
ば
、
行
っ
て
見
た
い
。蕊

嘱

〔離職11回康郷町窟桑強化嬢
　　　　■とき　11月6日（土）～11月7日（日）

　▲■会場中央公民館・総合文化センター・役場駐車場他

　
産
業
振
興
と
教
育
、
文
化
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
の

向
上
を
図
り
、
活
力
に
み
ち
た
町
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
　
「
な
ん
で
も
挑
戦
、
み
ん
な
が
参
加
」
の
も

と
に
取
り
組
ん
で
き
た
そ
の
成
果
と
実
践
を
町
民

に
公
開
し
、
さ
ら
に
生
産
と
学
習
意
欲
を
高
め
、

町
民
の
融
和
と
健
康
で
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
と
と
も
に
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
創

造
性
豊
か
な
東
郷
町
を
築
こ
う
！

　
と
い
う
目
的
で
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
．
．

繋
今年の公民館対抗歌合戦

のゲスト角川博

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉



明」8鵜

弓道錬士保持者東郷町に

生延■一

｡■

東臼杵郡内でもただ一人

弓⑳酋
「内志正しく

　　　外体直し」

を基本に、真善美

の追求にある

　
越
表
の
楠
光
さ
ん
（
六
十
二
歳
）

が
今
年
八
月
、
山
口
県
営
弓
道
場
で

行
な
わ
れ
た
、
錬
士
称
号
取
得
特
別

審
査
に
み
ご
と
合
格
し
錬
士
称
号
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
楠
さ
ん
は
昭
和
四
十
四
年
初
段
を

取
得
し
て
以
来
毎
回
昇
段
試
験
に
合

格
し
、
昭
和
五
十
年
に
五
段
を
取
得
、

そ
し
て
こ
の
度
、
念
願
で
あ
っ
た
錬

士
称
号
の
取
得
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　
楠
さ
ん
は
県
体
に
も
選
手
・
監
督

と
し
て
十
五
回
出
場
し
、
最
近
で
は

　
　
　
佐
土
原
町
弓
道
場
開
き
大

　
　
　
会
で
優
勝
す
る
な
ど
数
多

翼
楠
光

弓
道
錬
士
の
稽
㌘

授
黙
す
ろ

箪
威
五
年
八
月
柔
六
日

饗
・
奪
道
番
麟

く
の
実
績
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
弓
道
の
魅
力
は
何
で
す
か
…
？

と
い
う
質
問
に
「
弓
道
は
一
人
で
も

や
れ
る
、
年
を
と
っ
て
も
健
康
保
持

と
真
善
美
を
追
求
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
、

そ
こ
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
楠
さ
ん
は
、
「
町
内
で
弓
道
を

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
人
が
い
れ
ば

指
導
も
し
て
い
き
た
い
…
！
」
と
、

ま
す
ま
す
意
欲
を
燃
や
さ
れ
て
い
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
楠
さ
ん
方
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
容
6
9
1
7
2
4
4

愚
る
ε
と
市
場
シ
り
ー
ス
5

空
産
砦
票
命毫

　
今
ま
で
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
売
り
上

げ
を
伸
ば
す
に
は
”
加
工
品
類
”
が

ポ
イ
ン
ト
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
昔
か
ら
の
あ
く
巻
・
だ
ん
ご
・
ぼ

た
も
ち
等
が
、
お
ふ
く
ろ
の
味
と
し

て
大
い
に
売
れ
て
い
ま
す
。
売
り
上

げ
が
大
き
く
な
る
と
当
然
「
競
争
」

も
激
し
く
な
り
、
　
コ
品
質
・
規
格
L

等
が
勝
負
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
「
特
産
品
開
発
基

金
」
を
紹
介
し
、
加
工
施
設
の
整
備

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
特
産
品
開
発
基
金

　
〈
目
的
V

一、

V
品
目
、
新
技
術
に
よ
る
地
域

　
特
産
物
の
生
産

二
、
農
林
水
産
物
の
加
工
製
品
の
開

　
発
、
研
究

三
、
そ
の
他
産
業
振
興
へ
の
貢
献
が

　
特
に
認
め
ら
れ
る
も
の

　
〈
助
成
の
対
象
・
金
額
V

一、

鼬
ﾂ
人
　
　
　
　
五
万
円
以
内

二
、
一
グ
ル
ー
プ
　
　
十
万
円
以
内

三
、
研
究
・
開
発
に
要
す
る
経
費
の

　
二
分
の
一
　
（
上
限
は
二
十
万
円
）

四
、
共
同
設
置
の
加
工
施
設
に
要
す

　
る
経
費
の
二
分
の
↓
（
上
限
は
六

　
＋
万
円
）

五
、
販
売
促
進
に
要
す
る
経
費
の
二

　
分
の
】
（
上
限
は
、
二
十
万
円
）

※
　
一
～
五
ま
で
を
組
み
合
わ
せ
て

　
助
成
も
で
き
ま
す
。

　
お
客
さ
ん
（
消
費
者
）
は
”
安
全
・

安
心
・
新
鮮
な
も
の
”
を
常
に
求
め

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
築
き
あ
げ
た
信
用
を
大

事
に
育
て
あ
げ
、
さ
ら
な
る
飛
躍
に

結
び
つ
け
る
た
め
に
し
っ
か
り
し
た

製
造
・
加
工
所
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

　
特
産
品
開
発
基
金
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
ば
、
役
場
農
政
課
ま
で
。

強
姦
聾
隙
哲

野
菜
・
果
物
が
盛
り
だ
く
さ
ん

　
消
費
者
と
の
ふ
れ
あ
い
、
交
流
。

グ
ル
ー
プ
内
の
懇
親
を
か
ね
て
／
．

O
日
時
　
十
一
月
三
日
（
水
）
文
化
の
日

午
前
九
時
開
場

。
場
所
牧
水
公
園

蓼
★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係㊥2111㈹まで〉
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呂易ゆ＠

乙《姦♂が〆∠e

　去年の3日目ろ旭光学工業で研修会があった時職場の同

僚がある新聞の記事を私に見せに来ました。IRAテロリスト

の爆発を契機としてロンドンの中心では2人の日本人が負

傷したという記事でした。それまで彼はIRAの爆弾テロに

ついて聞いたことが余りなかったので不思議に思うことが

いっぱいあったそうです。その一つにマスコミでアイルラ

ンドは治安の悪いところというイメージが植えつけられて

いるということです。

　実は私の住むアイルランド共和国では紛争は見られませ

んが北と南の間の国境を越えると北アイルランドの首都の

ベルファストへ行くまでに少し敵意のある雰囲気があるそ

うです。北アイルランドと英国間の争いは歴史と宗教に基

づいています。そのことについて説明をしてみましょっ。

　16世紀と17世紀にかけて、アイルランド全体がイギリス

の支配下にあり、古いケルト制度が廃止されました。アイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルランド、特に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北の方のアルス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タという地区は、

　　　　　　　　　　轡　　　　　　　　宗教上の相違も

還

響
▲「ふれあい通信」での英会話

　ミニレッスンのようす

　　　あって土着の人

　　　々が同化しなか

　　　つたので、イン匂■
　　　グランド及びス
　　墨　　　コットランドか

　　　らの移民者に没

　　　収され、植民地

μ〔’！6（三遷、

にされました。アイルランドの独立を求める激しい反乱と

選挙民を代表する議会を設立する努力にもかかわらず1919

年に至るまで国民会議が設立されませんでした。

　1921年イギリスからの独立戦争の終結後、32州の内にア

イルランド自由国（26州）は独立を果たし、北アイルランド

（6州）連合王国のみ残ることになったのです。

　1921年から1972年までの間に、北アイルランドでは英国

議会議員を選出していなかったものの、地方政府は地方行

政に関して’実質的な自治権を保持していました。政権は

この地域の多数派であるウニオニスト（イギリスに留まる

ことを望む者の総称）を支持母体としたユニオニスト党が

独占し、北アイルランドの全人口の去を占めるナショナリ

スト派（南北アイルランドの統合を望む者）は地方政府に

参画できませんでした。従って選挙権や住宅、さらに雇用

機会などに関して構造的な差別に苦しんできました。市民

権獲得を目指した1969年の非暴力運動は敵意に満ちた激し

いものでした。そしてそれは、70年忌初頭までつづき、そ

の結果IRAによる武装行動が一段と増え、それは今日にま

で及んでいます。一方、それにつれてロヤリスト過激派と

呼ばれる反対勢力による武装行動も増加しました。北アイ

ルランド紛争の解決に向けてイギリスとアイルランド政府

間協議が何回か開かれましたが北アイルランドでは激しい

非難の声が今も聞かれます。
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こ
の
事
故
は
六
月
目
あ
る
朝
七
時

半
頃
、
カ
ー
ブ
の
多
い
山
道
で
発
生

し
た
事
故
の
事
例
で
す
。

　
右
カ
ー
ブ
の
坂
道
を
三
十
㎞
／
時

で
下
っ
て
き
た
自
転
車
の
中
学
生
と

左
カ
ー
ブ
の
上
り
坂
を
原
付
で
走
っ

て
き
た
中
年
女
性
が
、
ほ
ぼ
真
正
面

に
衝
突
し
た
。
女
性
は
原
付
に
ま
た

が
っ
た
格
好
で
道
路
真
中
に
転
倒
。

中
学
生
は
道
路
下
三
m
の
谷
川
に
転

落
し
て
い
た
。
女
性
は
頭
蓋
内
出
血

で
二
週
間
の
入
院
で
命
に
別
状
は
な

か
っ
た
が
、
中
学
生
は
転
落
の
際
谷

川
の
岩
で
頭
を
打
っ
た
ら
し
く
急
性

硬
膜
外
血
腫
と
脳
挫
傷
で
四
日
後
に

死
亡
し
た
。
女
性
の
人
の
話
で
は
実

家
に
茶
摘
み
を
手
伝
い
に
行
く
途
中

で
、
こ
の
道
は
カ
ー
ブ
が
多
い
の
で

二
十
五
㎞
／
斜
位
で
走
っ
て
い
た
と

い
う
。
そ
し
て
、
左
カ
ー
ブ
の
手
前
で

大
き
な
桑
の
木
が
道
路
に
は
み
出
し

見
通
し
が
き
か
な
い
の
が
わ
か
っ
た

の
で
桑
の
木
を
よ
け
る
た
め
右
に
寄

っ
て
走
っ
た
ら
ぱ
っ
と
自
転
車
が
見

え
大
声
を
あ
げ
て
道
路
に
倒
れ
た
。

女
性
は
そ
こ
ま
で
は
覚
え
て
い
る
が

後
は
意
識
を
失
っ
た
と
言
う
。
女
性

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
っ
て
い
た
の
で

二
週
間
の
入
院
で
助
か
っ
た
が
、
少

年
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
っ
て
い
な
か

っ
た
為
、
衝
突
の
際
女
性
の
ヘ
ル
メ

ッ
ト
で
自
分
の
頭
を
打
ち
意
識
を
失

；
；
　
　
一
一
一
「
　
　
富
一
「
　
　
曹
一
一
丁
　
　
一
一
一
、
　
　
雫
冨
「
　
　
一
一
一
，
　
　
一
一
一
「
　
畠
「
　
　
」
一
零
　
　
一
・
；
．
　
含
；
　
　
富
＝
　
　
含
等

　
い
谷
川
に
転
落
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
事
故
現
場
は
畑
か
ら
桑
の
木
が
道
路

　
に
は
み
出
し
て
お
り
道
路
の
カ
ー
ブ

　
の
前
後
は
互
い
に
全
く
見
え
な
い
状

　
況
で
あ
っ
た
。

　
　
原
因
は
急
な
カ
ー
ブ
を
ヘ
ル
メ
ッ

　
ト
も
被
ら
ず
三
十
㎞
／
時
も
の
ス
ピ

　
ー
ド
で
下
っ
て
き
た
中
学
生
の
無
謀

　
さ
と
道
に
張
り
出
し
た
桑
の
木
で
あ

　
る
。
桑
の
木
が
障
害
に
な
る
こ
と
を

　
所
有
者
も
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
事
故
の
後
、
す
ぐ
に
桑
の
木
は
払
わ

　
れ
た
が
、
も
う
少
し
早
目
に
除
去
さ

　
れ
て
い
た
ら
こ
の
事
故
は
起
ら
な
か

　
つ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
交
通
事
故
の
発
生
状
況
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鱒まち。～アルバム灘
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ヲ　高齢者たちによる
　　　　交通安全ちょうちんパレード

　　9月24日囲

　秋の交通安全運動の一環として、老人クラブの小野田

喜楽会と鶴野内鶴声会の会員たち約70名が夜間、小野田

又江野地区を交通安全を呼びかけるちょうちんパレード

を行ないました。

　途中街頭に出てきた住民から激励の言葉や拍手を受け

ながら、約700mの距離を全員が完歩しました。

　お疲れさまでした。

■■■．】【．■翼■

今年で17回目を迎えた

　　　高齢者スポーツ大会

型　毎年恒例となっている高齢者スポーツ大会が、町総合

グラウンドで今年も盛大に行なわれました。

　今年は町内各地区から400人のおじいちゃん・おばあち

ゃんが集まり、更に大会を盛り上げようと町内各幼稚園

保育園児たち120人も参加して、いっしょに玉転がしを

したり、おじやみ入れをしたりして楽しい一日を過ごし

ていました。

L－」【．】L－二【」【．二」一】【一】【」」【」【」【」【－］［】【＝■＝【コ【】r－】〔］【mコ【■．－＝【】一．－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝世界ベテランズ陸上競技大

　　一生の思い出になりました
10月7日（木）～17日（日）

　宮崎県で開催された「世界ベテランズ陸上競技大会」

に東郷町から8人の選手が出場しました。成績の方は全

貝上位入賞を果たすことができませんでしたが「今大会

に出場でき世界中のみんなと競技を通じてふれあえたこ

とが一番よかったです！一生の思い出になりました〃」

と出場したみなさん、爽やかに答えてくれました。

寺　迫橋口克義さん　鶴野内黒木幸男さん　　鶴野内岩見美代子さん

小野田植野守さん　　〃　黒木絹子さん　　・　小lil好美　さん

　〃　那須フミヨさん　　〃　山田重男さん

　つ　サ　ほ　　　しぢ　　　ぜ

β匁騰脇嬉
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“福祉教室”を開催

10月12日（火）

　福祉教育普及推進校となっている東郷小学校（243名）

では、毎月一回福祉教育が行なわれています。

　今月は全校生を対象に“福祉教室”が開かれ、都農町

から手話講師として招かれた黒木萬喜さんから講話を聞

き、手話の基本等を学びました。

　児童たちもまた一つ福祉の必要性を実感したようでし

た．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l頬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸β属贈

、
幾
・

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑳2111㈹まで〉
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凝るεと

　O　　O　　O
　現　生　 出

延在昭年三身
岡の三月表地
市島十日
富所一

螂

奇b7一㌔rr，

　州（り、

　　伽

ラ東郷町麺
　　　　　　　　肇

ア芸う　す：主
をやこ今。人現
さ　’とは　 と在
れ高で仕　娘延
て齢す事　さ岡
㌢者がは　ん市

植

智
恵
子
さ
ん
（
5
7
歳
）

（
旧
姓
河
野
）

　
　
　
　
　
　
現
在
延
岡
市
に
お
住
ま
い
で
、
ご

　
　
　
　
　
主
人
と
娘
さ
ん
二
人
の
四
人
家
族
で

　
　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
今
は
仕
事
は
さ
れ
て
い
な
い
と
い

　
　
　
　
　
う
こ
と
で
す
が
、
余
暇
は
好
き
な
手

　
　
　
　
　
机
下
や
、
山
口
同
齢
者
福
祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　
　
　
　
ア
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
．
、

＿わ瀞
総懸、レ

㌃
．
…

副
　
ノ

　
．
　
　
必
■

I

I

診
、
逼一

㍉

o
出
身
地

　
越
表

。
生
年
月
日

　
昭
和
十
一
年
三
月
二
十
五
日

。
現
在
の
住
所

　
延
岡
市
富
美
山
町

O
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
河
野
　
太
さ
ん

★
☆
み
3
さ
と
6
思
い
出
膠
な
し
☆
★

　
　
　
　
　
　
　
秋
の
想
　
出

　
情
報
発
達
の
お
陰
で
、
い
な
が
ら

に
し
て
故
郷
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
聞
き

す
る
事
が
で
き
ま
す
。
そ
ん
な
時
ふ

と
子
供
の
頃
を
思
い
出
し
、
故
郷
を

懐
か
し
く
想
い
ま
す
。

　
秋
の
夕
暮
れ
、
畑
の
あ
ち
こ
ち
に

薄
紫
の
煙
が
立
ち
昇
り
、
も
み
殻
や

芋
づ
る
を
焼
く
匂
い
が
漂
う
頃
、
家

の
土
間
に
は
黄
色
い
天
井
が
張
ら
れ

ま
し
た
。
実
は
、
そ
れ
は
天
井
に
渡

し
た
竿
に
か
け
ら
れ
た
束
の
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
夜
家

族
総
出
で
す
る
こ
の
作
業
が
な
ぜ
か

嬉
し
く
、
そ
の
美
し
さ
は
今
も
目
に

や
き
つ
い
て
い
ま
す
。

　
稲
の
取
り
入
れ
も
終
わ
る
と
村
あ

げ
て
の
秋
祭
り
、
元
気
な
若
者
に
担

が
れ
た
神
輿
が
昏
々
を
ね
り
歩
き
ま

す
。
神
輿
の
先
払
い
は
天
狗
様
、
白

い
杖
を
ひ
と
振
り
し
て
は
、
キ
ッ
と

振
り
向
い
た
天
狗
の
怖
か
っ
た
事
。

地
域
の
特
性
を
生
か
し
て

　
す
み
ず
み
ま
で
道
路
が
整
備
さ
れ
、

大
抵
の
所
へ
は
車
の
乗
り
入
れ
が
容

易
に
な
っ
た
現
在
、
自
然
破
壊
が
気

に
な
り
ま
す
。
あ
の
尾
鈴
に
自
生
し

て
い
た
石
献
花
や
、
寒
蘭
が
多
く
盗

掘
さ
れ
た
そ
う
で
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。

　
実
生
活
で
は
日
向
へ
の
運
行
も
ス

ム
ー
ズ
に
な
っ
た
今
、
生
鮮
食
品
の

産
地
と
し
て
成
り
立
つ
方
策
は
な
い

も
の
で
し
ょ
う
か
。
山
紫
水
明
の
地

を
生
か
し
た
産
物
が
数
多
く
あ
る
様

な
気
が
し
ま
す
．
、
　
「
同
じ
や
る
な
ら

自
営
の
社
長
ノ
．
」
そ
う
い
う
若
い
人

へし
悪
童
達
が
近
づ
い
て
は
逃
げ
、
逃
げ

て
は
近
づ
き
と
、
最
後
ま
で
ま
つ
わ

り
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　
い
つ
だ
つ
た
か
、
勢
い
余
っ
た
若

者
達
が
、
神
輿
ご
と
道
下
へ
落
ち
た

事
が
あ
っ
て
、
神
輿
は
大
破
し
長
老

達
か
ら
ひ
ど
く
叱
ら
れ
て
い
た
の
を

思
い
出
し
ま
す
。

　
今
は
担
ぎ
手
が
い
な
く
な
り
神
輿

を
車
で
移
動
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
祭
り

も
時
と
共
に
変
わ
っ
て
い
く
ん
で
す
ね
…
。

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

▲ふるさと越表の秋まつり

が
大
勢
育
っ
た
ら
、
町
は
活
性
化
さ

れ
、
自
然
を
損
う
事
の
な
い
営
み
が

出
来
る
の
で
は
…
…
な
ど
と
思
い
ま

す
。　

素
晴
ら
し
い
山
河
は
私
の
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
で
す
。
　
「
故
郷
を
捨
て
た

者
が
何
を
言
う
」
父
の
一
喝
が
聞
こ

え
て
き
そ
う
で
す
が
…
。

敬
老
の
宴
に
あ
り
て
わ
が
母
の
九
十

　
歳
の
顔
の
若
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

台
風
の
過
ぎ
た
る
稲
田
水
引
き
て
汚

　
れ
し
苗
が
風
に
そ
よ
ぎ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

夏
空
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
有
難
し
文

　
解
く
疲
れ
に
涼
風
の
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

雨
に
濡
れ
光
る
眼
に
祈
願
せ
し
人
当

　
選
の
号
外
ひ
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
録
司

植
林
し
三
歳
に
な
り
し
杉
と
桧
が
葛

　
に
覆
わ
る
も
強
く
生
き
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
　
滉

台
風
に
心
ゆ
ら
げ
ど
取
り
て
見
る
稲

　
穂
は
重
し
痩
せ
た
老
い
の
手
に

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
国
作

川
べ
り
の
田
に
早
や
熟
れ
し
稲
の
穂

　
に
濁
流
お
そ
ひ
し
今
朝
の
驚
き

　
　
　
　
　
　
　
　
若
松
延
世

歩
を
合
せ
う
つ
む
き
加
減
に
肩
を
よ

　
せ
友
と
病
院
え
足
音
し
ず
か

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

息
子
等
の
さ
さ
え
の
あ
り
て
御
詠
歌

　
の
仲
間
に
入
ら
れ
先
ず
般
若
唱
う
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

多
し
ぐ
れ
大
樹
の
か
げ
に
老
人
ら
社

　
清
め
つ
つ
や
す
ら
ぎ
て
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

亡
き
人
を
あ
き
つ
が
運
ぶ
の
諺
に
な

　
ぜ
か
信
じ
て
身
近
に
想
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

初
秋
の
流
れ
も
清
し
坪
谷
川
昔
を
し

　
の
ぶ
牧
水
生
家

　
　
　
　
　
　
　
　
歌
津
利
江
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垂臨⑤薦
☆★☆鶴野内保育園☆★☆

◎
（．

毎＠

譜鯉

）
礁Lズ
’臓　　’＼

　　　迫野内の
　黒木忠弘く期6歳）

父：黒木作次郎さん

母：　美智代さん
O好きな遊びは何ですか？

　サッカー

O好きなテレビ番組は？

　ダイレンジャー

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　Jリーグの選手

レ
題
「
と
も
だ
ぢ
」

　　　小野田の
福良奈津子ちゃん〔6歳）

父：福良公一さん

母：　伸子さん
O好きな遊びは何ですか？

　とびばこ

O好きなテレビ番組は？

　リボンの騎士

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　スチュワーデス

瑠

薗’）
柴

甑

、
ガ

　　▼題「うんどうかいJ

4評　遍遍猷
　　　　　　　　　　　　　ロや

・
Y
・
7
・
γ
・
Y
・
γ
・
T
・
7
・
7
・
7
・
Y
・
Y
・
Y
。
7
。
γ
・
Y
・
7
・
Y
・
Y
・
7
・
7
・
Y
・
Y
・
Y
・
7
。
Y
。
Y
・
γ
・
Y
・
T
●
7
・
Y
・
Y
・
7
・
Y
。
γ
●
Y
・
7
・
7
・
7
・
7
。
7
・
Y
。
Y
。
7
・
Y
・
γ
・
7
●
7
・
Y
・
Y
・
Y

街の話・題

“ももえの5号”

県畜産共進会に出場

　10月5日・6日の2日間、

都城地域家畜市場で第45回

県畜産共進会が開催されま

した。

　東臼杵郡市から代表10頭

が出場し、羽坂の那須博さ

んの「ももえの5号」もそ

の中の代表として出場しま

した。

　5日に測尺と個体審査が

あり、6日に比較審査順位

の発表があり、ももえの5

号は2等でした。

　牛の手入れ一つにしても

慣れない作業となり大変お

疲れになったと思われます

が、今後も県共へ出品でき

るよう優良牛を育てていた

だきたいと思います。

’

動
勃
②
翁
勤

有
限
会
社

高
山
産
業
開
発

東
郷
町
大
字
八
重
原
迫
野
内
八
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
重
原
）

T
E
L
㊥
2
8
1
1

　
　
　
⑫
5
6
3
4

F
A
X
⑲
3
5
4
5

代
表
取
締
役
　
高
山
　
修

O
設
立
年
月
日
は
？
・

　
　
昭
和
五
十
八
年
六
月
一
日
で
す
。

O
現
在
の
従
業
員
数
は
？
・

　
　
男
八
人
・
女
二
人
の

計
＋
人
で
す
。

o
会
社
の
仕
事
の
内
容
は

　
9
＝

　
　
土
木
工
事
・
建
築
工

事
で
す
。

O
会
社
の
モ
ッ
ト
ー
は
？

　
　
”
正
直
と
誠
実
”
を

　
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
っ
て

　
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

。
霧
員
・
ん
が
い
な
い
・
聞
き
三

　
す
が
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
只
今
独
身
社
長
で
す
・
で
き
し

ば
永
久
就
職
し
て
く
れ
る
若
い
五

務
員
・
ん
を
葦
し
て
い
・
す
。
…

是
非
お
願
い
し
ま
す
，
　
一

弔
」
・
、

、
ム
簿

湾
r
㌧

噛粛
翻。嘉

　　　　　一　　～、A’〉一臨
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　　　　　　ら蠣8ご’り⑨

穂
へ
麟
遜
譲

⑯
　骨弓
に粗・

　彫しつ松蓼
い症ヒ
て　う

東
郷
町
立
病
院
院
長

整
形
外
科
大
　
　
崎

泰

　
前
々
回
腰
痛
症
に
つ
い
て
話
し
ま

し
た
が
、
そ
の
原
因
の
」
つ
で
近
年

人
口
の
高
齢
化
に
伴
っ
て
特
に
注
目

さ
れ
て
い
る
骨
一
一
症
に
つ
い
て
今

回
は
話
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
．

　
さ
て
、
骨
粗
影
松
症
と
は
い
っ
た
い

ど
ん
な
病
気
な
の
で
し
ょ
う
か
。
な

か
な
か
難
し
い
病
名
で
す
が
、
簡
単

に
言
え
ば
骨
の
中
に
含
ま
れ
る
カ
ル

シ
ウ
ム
が
少
な
く
な
っ
て
骨
が
も
ろ

く
弱
く
な
る
病
気
で
す
．
、
年
を
と
る

に
つ
れ
て
体
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
が
弱

く
な
っ
て
き
ま
す
が
、
骨
に
つ
い
て

も
同
じ
こ
と
で
一
つ
の
加
齢
現
象
な

の
で
す
。
特
に
閉
経
後
の
女
性
（
骨

を
弱
く
す
る
の
を
防
ぐ
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
卵
巣
か
ら
で

な
く
な
る
た
め
）
や
高
齢
者
は
骨
粗

懸
症
に
か
か
り
や
す
い
の
で
気
を
つ

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
　
一
旦
骨
粗

霧
症
に
か
か
る
と
腰
や
背
中
の
痛
み

の
原
因
と
な
っ
た
り
、
さ
さ
い
な
外

傷
で
背
骨
や
ふ
と
も
も
の
付
け
根
の

骨
が
折
れ
て
寝
た
き
り
生
活
の
原
因

と
な
る
の
で
予
防
が
大
切
で
す
。
常

日
頃
か
ら
次
の
こ
と
が
ら
に
注
意
し

て
骨
粗
彫
松
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
努

力
し
ま
し
ょ
う
。

〈
食
事
〉
　
偏
食
せ
ず
に
規
則
正
し

い
食
生
活
を
し
ま
し
よ
う
。
特
に
骨

の
も
と
で
あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
と
ビ
タ

ミ
ン
D
（
腸
よ
り
カ
ル
シ
ウ
ム
を
吸

収
す
る
働
き
が
あ
る
）
の
摂
取
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

●
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食
品
…
牛
乳
・

　
チ
ー
ズ
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
乳

　
製
品
、
小
魚
、
海
草
、
豆
腐
、
青
菜

●
ビ
タ
ミ
ン
D
の
多
い
食
品
…
レ
バ

　
一
、
魚
、
卵
黄
、
し
い
た
け

〈
運
動
〉
　
適
度
な
運
動
は
骨
を
刺

激
し
て
代
射
を
活
発
に
し
ま
す
。
　
一

日
三
十
分
程
度
の
軽
い
運
動
、
た
と

え
ば
散
歩
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
を

積
極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

〈
日
光
浴
V
　
ビ
タ
ミ
ン
D
の
半
分

は
皮
膚
で
太
陽
の
紫
外
線
に
よ
っ
て

つ
く
ら
れ
ま
す
。
家
に
こ
も
り
が
ち

な
人
は
努
め
て
外
出
し
ま
し
ょ
う
。

〈
そ
の
他
〉
　
骨
は
通
常
二
十
～
三
十

歳
で
「
番
強
く
な
る
の
で
、
そ
れ
ま
で

に
丈
夫
な
骨
を
作
り
そ
れ
を
維
持
す
る

こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
。
若
い
頃
か

ら
カ
ル
シ
ウ
ム
を
よ
く
取
り
、
よ
く
運

動
す
る
よ
う
に
子
供
を
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

⑰歯科医師会だより
　
六
月
か
ら
「
噛
む
」
こ

と
を
テ
ー
マ
に
述
べ
て
き

ま
し
た
。
噛
む
こ
と
は
消

化
を
助
け
、
あ
ご
の
発
達

を
促
し
、
脳
を
刺
激
す
る

と
い
っ
た
働
き
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
味
覚
を
発
達

さ
せ
る
こ
と
に
も
関
与
し
、

お
い
し
い
も
の
を
お
い
し

い
と
感
じ
て
食
べ
る
こ
と

に
よ
り
満
足
感
が
得
ら
れ
、

情
緒
が
安
定
し
過
食
を
抑

え
、
肥
満
防
止
に
も
役
立

ち
ま
す
。
こ
れ
ら
の
役
目

は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く

成
人
、
特
に
老
人
に
と
っ

て
も
非
常
に
大
切
で
す
。

　
歯
を
抜
い
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と

よ
く
噛
め
ま
せ
ん
か
ら
胃
腸
の
負
担

が
増
し
、
体
調
が
す
ぐ
れ
ず
、
気
力

も
衰
え
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
奥
歯

で
も
の
が
噛
め
る
よ
う
に
な
る
と
一

旦
衰
え
た
筋
肉
や
神
経
が
次
第
に
回

復
し
、
表
情
も
豊
か
に
な
り
、
活
力

の
あ
る
顔
付
き
に
な
り
ま
す
。
味
覚

が
戻
っ
て
く
る
と
食
を
楽
し
む
余
裕

が
生
ま
れ
て
き
ま
す
し
、
噛
む
こ
と

に
よ
り
唾
液
中
の
ホ
ル
モ
ン
が
骨
や

筋
肉
を
丈
夫
に
し
ま
す
。
硬
い
食
物

で
も
し
っ
か
り
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
あ
る
こ
と
は
十
分

理
解
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

私
た
ち
の
回
り
を
見
ま
す
と
軟
ら
か

い
食
べ
物
、
あ
ま
り
噛
ま
な
く
て
も

よ
い
食
物
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
か
、
最
近
は
下
顎
の
発
達
し
た

四
角
い
顔
の
子
よ
り
瓜
実
顔
の
子
ど

も
を
多
く
見
受
け
ま
す
。

　
し
っ
か
り
噛
め
る
子
ど
も
に
す
る

に
は
、
生
活
リ
ズ
ム
を
大
切
に
し
、

正
し
い
食
生
活
の
習
慣
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
間

食
は
時
間
を
決
め
、
料
理
に
も
ち
ょ
っ

と
し
た
工
夫
を
し
た
り
、
時
に
は
食

べ
る
場
所
を
変
え
て
み
る
の
も
よ
い

で
し
ょ
う
。
食
事
中
子
ど
も
に
説
教

す
る
の
は
避
け
た
い
も
の
で
す
。
笑

い
声
の
あ
る
楽
し
い
食
卓
を
囲
む
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
家
族
で
話
し

合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

表
紙
へ
牧
水
O
－
7
2
、
の
解
説

　
こ
の
歌
は
第
七
歌
集
『
秋
風
の
歌
』

に
あ
り
、
牧
水
二
十
八
歳
（
大
正
二

年
）
の
秋
の
詠
草
で
す
。

　
牧
水
は
明
治
四
十
五
年
七
月
、
郷

里
の
父
立
言
が
重
態
と
の
報
を
受
け

て
帰
郷
し
ま
し
た
。
父
の
病
気
は
心

配
し
た
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

す
ぐ
ま
た
上
京
し
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
家
庭
の
事
情
が
そ
れ
を
許
さ
ず

牧
水
は
苦
悶
の
日
々
を
送
り
ま
し
た
。

父
の
病
気
は
再
び
悪
化
し
、
そ
の
年

の
十
一
月
四
日
に
死
去
し
ま
し
た
。

年
は
明
け
て
大
正
二
年
五
月
、
よ
う

や
く
母
を
説
得
し
て
牧
水
は
故
郷
を

渡
　
邊
　
邦
　
野

離
れ
ま
す
。

　
上
京
の
途
中
、
愛
媛
県
岩
城
島

在
住
の
門
下
三
浦
敏
夫
を
訪
ね
、
新

一
ヵ
月
余
り
滞
在
し
て
、
六
月
の
末
、

帰
京
し
、
小
石
川
区
に
家
を
借
り
て

妻
と
、
初
め
て
逢
う
長
男
旅
人
の
親

子
三
人
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
『
母
ひ
と
り
』
の
歌
は
、
こ

の
年
の
秋
に
詠
ん
だ
も
の
で
、
こ
の

前
年
の
秋
は
、
前
に
述
べ
ま
し
た
よ

う
に
、
牧
水
は
故
郷
へ
帰
っ
て
い
ま

し
た
。
父
の
死
後
、
ひ
と
り
残
し
て

　
　
、
甑

き
た
母
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い
る

は
ず
で
す
。
そ
の
故
郷
の
母
を
想
い

起
こ
し
て
の
歌
で
す
。
ま
た
こ
の
歌

と
並
ん
で
次
の
歌
も
詠
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
ゴ
み
さ

へ
秋
の
夜
栗
の
話
の
な
か
に
し
て

　
　
ふ
と
ふ
る
さ
と
の
母
お
も
ふ

　
　
か
な

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14＞まで〉



　　　　　　　4罐ど弓ご’り⑲

考
え
て
み
よ
う

　
　
　
　
国
民
年
金

　
＋
一
月
は

「
国
民
年
金

推
進
月
間
」

で
す
。
あ
な

た
も
自
分
の

年
金
を
よ
り

身
近
で
大
切

冒1ダ震

な
も
の
と
し
て
、

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
人
生
八
十
年
の
時
代
を
迎
え
た
今

日
、
わ
た
し
た
ち
の
老
後
を
守
っ
て
く

れ
る
の
が
「
国
民
年
金
」
。
将
来
、
「
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
〃
”
」
、
こ
う
な
ら

な
い
た
め
に
も
、
毎
月
の
保
険
料
を

き
ち
ん
と
納
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 縫

ぜ
弗

老
後
の
生
活
設
計

暮
ら
し
を
支
え
る
税

1
1
月
1
1
日
～
1
7
日
は

“
税
を
知
る
週
間
”
で
す

　
税
の
役
割
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
毎
年
十
一
月
十
一
日
か
ら

十
七
日
ま
で
を
「
税
を
知
る
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
東
郷
町
で
は
期
間
に
先
だ
ち
、
来

た
る
十
一
月
六
日
・
七
日
の
産
業
文

化
祭
に
お
い
て
、
租
税
に
関
す
る
ポ

ス
タ
ー
・
パ
ネ
ル
展
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
”
税
”

に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

1
1
月
2
1
日
（
日
）

消
防
臨
時
点
検

　
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
始
ま

り
ま
す
。

　
町
消
防
団
で
は
こ
の
運
動
行
事
の

一
環
と
し
て
今
年
も
消
防
臨
時
点
検

を
行
な
い
ま
す
。

最
低
賃
金
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
十
月
二
日
か
ら
産
業
別
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
な
い
全
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
る
宮
崎
県
最
低
賃
金
（
地

域
最
賃
）
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　
日
額
四
、
二
二
〇
円

　
時
間
額
　
　
　
五
二
八
円

　
※
最
低
賃
金
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
含
0
9
8
5
⑳
4
8
1
1

中
小
企
業
者
等
に

　
　
対
　
す
　
る

　
　
　
　
緊
急
災
害
貸
付

　
今
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
大

雨
や
台
風
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
中

小
商
工
業
者
の
災
害
復
旧
を
金
融
面

か
ら
支
援
す
る
た
め
、
県
で
は
災
害

復
旧
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
低
利

の
特
別
貸
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
貸
付
利
率
　
　
三
・
五
％

▼
貸
付
限
度
額
　
三
千
万
円

▼
返
済
期
間
　
　
七
年
以
内

※
詳
し
く
は
役
場
企
画
財
政
課
又
は

町
商
工
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。ご

利
用
く
だ
さ
い

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

　
国
民
金
融
公
庫
で
は
教
育
資
金
の

融
資
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
校
、
大
学
等
に
入
学
・
在
学
さ

れ
る
方
の
た
め
の
学
校
納
付
金
や
下

宿
代
な
ど
幅
広
く
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
志
望
校
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
お
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
融
資
金
　
学
生
・
生
徒
】
人
に

　
　
つ
き
百
五
十
万
円
以
内

▽
返
済
期
間
　
八
年
以
内
（
母
子
家

　
　
庭
等
は
一
年
延
期
可
）

▽
据
置
期
間
　
在
学
期
間
以
内
で
元

　
　
金
据
置
可
能
。
但
し
最
高
四
年

▽
保
　
　
証
　
（
財
）
教
育
資
金
融
資

　
　
保
証
基
金
ま
た
は
保
証
人
（
】

　
　
名
以
上
）

▽
利
用
者
　
高
校
・
大
学
等
に
入

　
　
学
・
在
学
さ
れ
る
方
の
保
護
者

▽
使
い
み
ち
　
入
学
時
の
学
校
納
付

　
　
金
や
受
験
費
用
及
び
在
学
中
の

　
　
学
校
納
付
金
や
住
居
に
か
か
る

　
　
費
用
な
ど

▽
利
　
　
率
　
年
四
・
八
％

※
詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
延
岡

　
支
店
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
倉
0
9
8
2
1
⑳
1
6
3
1
1

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
1
1
月
1
6
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
政
相
談

▽
日
時
　
1
1
月
1
7
日
（
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

　
　
　
　
今
月
の
納
税

　
国
民
健
康
保
険
税
七
期

　
※
納
税
は
十
一
月
三
十
日
ま
で

共
同
募
金

赤
い
羽
根
募
金
運
動
実
施
中
！

　
あ
な
た
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を

　
　
お
願
い
し
ま
す
。

箸
落

・
灯

　
日
向
市
財
光
寺
の
三
光
商
事
河
野

岸
哲
さ
ん
か
ら
東
郷
町
に
対
し
、
台

風
災
害
義
援
金
と
し
て
善
意
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
義
援
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
役
立

て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
寺
迫
の
高
野
ト
ラ
子
さ
ん
か
ら

　
（
敏
男
さ
ん
・
7
8
歳
ご
逝
去
）

◎
仲
深
の
三
河
政
三
さ
ん
か
ら

　
（
ハ
ヤ
さ
ん
・
7
8
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
岩
下
花
子
さ
ん
か
ら

　
（
一
二
さ
ん
・
7
6
歳
ご
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
甲
斐
俊
明
さ
ん
か
ら

　
（
ケ
サ
さ
ん
・
9
1
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
矢
野
チ
ヅ
エ
さ
ん
か
ら

　
（
貞
夫
さ
ん
・
6
3
歳
ご
逝
去
）

般
寄
付

　
鶴
野
内
の
黒
木
正
子
さ
ん
、
同
地

区
の
三
浦
園
男
さ
ん
か
ら
、
快
気
祝

と
し
て
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
善
意

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
、
．
．

●

　
　
（
九
月
届
出
分
）

出
生
　
お
め
で
と
う

福
田
智
弘

黒
田
光
重

佐
藤
加
織

赤
ち
ゃ
ん
の
名

宏
一 一

喜

新
器
名

福
瀬

仲
　
深

迫
野
内

住
所

死
亡
　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

橋 岩 甲 矢 高 三 橋 氏

口 下 斐 野 野 河 口

貞
一 ケ 貞 敏 ノ、 芳

見 二 サ 夫 男 ヤ 久 名

59 76 91 63 78 78 65 年

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢

寺 坪 迫
野

坪 寺 仲 寺 住

迫 谷 内 谷 迫 深 迫 所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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